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シアノバクテリアの光化学系 I(PSI)は、分子内に含まれるクロロフィルにて集光を行う。しかし

細胞が鉄欠乏状態にさらされると、鉄ストレス誘導性クロロフィル結合タンパク質である

IsiA(iron stress induced gene A)を合成して集光を助けるという仕組みを持っている。本研究で注目

している窒素固定シアノバクテリア Anabaena の PSI は四量体を形成するという珍しい特徴を持っ

ているため、IsiA が結合すると、光合成生物の中でも特に大きなクロロフィルネットワークから

なる集光システムが構築されると予想される。本研究では、Anabaena のチラコイド膜に埋め込ま

れた PSI の周囲にどのように IsiA が配置されているかについて高速 AFM を用いて解明すること

を目的とした。昨年度までに、鉄を含む培地で培養した場合、PSI は規則正しく整列すること(図
A)、一方、鉄欠乏培地で培養した場合、PSI 四量体が解離し、PSI 単量体は互いに距離をあけて再

配置されることを明らかにしていた (図 B)。しかしながら、分解能があがらず IsiA が PSI の周囲

にどのように配置されるかについては解明できていなかった。さらに、昨年度までの精製条件で

は 100 nm 四方までのチラコイド膜しかマイカに貼り付けることができなかった。そこで本年度は

さらにチラコイド膜精製方法を改良し、またマイカ吸着時の試薬や時間を検討することで 400 nm
四方以上のチラコイド膜を貼ることが出来る条件を見いだした(図 C)。従来の精製方法で得られた

チラコイド膜では、表在性タンパク質が解離した PSI は膜と区別がつかなかったが、本年度は表

在性タンパク質が解離してもPSIと考えられる粒子が観察

された。即ち、PSI 表在性タンパク質が解離していない場

合には 6～7 nm 程度の高さの粒子が観察され、表在性タン

パク質（PsaC、PsaD、PsaE）が解離している場合には約 2 
nm 低い 4 nm 程度の粒子が観察された。今後は鉄欠乏培地

で培養したサンプルを用いて同様の観察を行いPSIの周囲

にどのように IsiA が配置されているかについて解明する。 
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